
地域ぐるみで「体験の風をおこそう」運動推進事業                資料１－３－④ 

                                   国立沖縄青少年交流の家 

 

１ 事業名「とかしきキッズフェスタ」 

２ ねらい 家族で自然体験をすることを通して、親子の絆を深めるとともに、子供同士・親同士のつな

がりを生む機会とする。 

３ 期 日 令和５年１１月１１日(土)～１１月１２日(日) 

４ 場 所 国立沖縄青少年交流の家本館、海洋研修場 

５ 参加者 ４６名 

６ 事業の様子 

   
海洋研修場の様子（水泳）       大型カヌー          ビーチコーミング 

   
貝殻の種類を調べている様子 天体望遠鏡を覗く（荒天のため室内）    サンゴの講話 

     
    貝殻写真立て作り      50周年記念看板づくり         集合写真 

８ 担当者所見 

（１） 成果 

・渡嘉敷島の海で、親子そろって大型カヌーや水泳を体験したことで、活動中の子供たちのいきいき

とした表情、一生懸命取り組む姿を見ることができ、お互いの新しい気づきや親子の絆を深めるこ

とができた。 

・ビーチコーミングの後にサンゴの講話を聴くことによって、サンゴについて知り、海の環境問題を

考える機会になった。また、拾った貝殻やサンゴを写真立てにすることで、思い出の詰まったお土

産を作成することができた。 

・開所 50周年を迎える当所の記念事業でもあり、参加者の子供たちに、50周年記念看板を制作しても

らうことができた。 

（２）課題 

・家族対象の事業のため、子供が多い家族へのサポートができるように、ボランティアスタッフの十

分な確保が必要となる。 

 ・昨年に比べて事業内容が変更したこともあり、関係各所にしっかりと広報を行い、今後は他機関とも

協力して行っていきたい。 


